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世界の大都市の中でニューヨーク市の発展に注目すべき政策が多い。とりわ
け観光と都市開発が一体となった都市政策は研究に傭いする。本稿はその内容
と背景について、地元紙のニューヨークタイムズを中心に関連記事を過去10年
にわたり収集、分析し、考察する。その内容に基づき、東京の観光とアーバン
デザインの課題提起と政策提言を目的とする。
ニューヨーク市は1975年財政破綻状態に陥った。その前後、経済が低迷し、
犯罪が増加し、その結果、都心部から担税能力のある市民が市外に流出し、さ
らに財政、治安状態が悪化するという負のスパイラル現象が生じた。当時のマ
スコミの論調は「サーピス過剰がメガシティ、ニューヨークを滅ぼした。本来
連邦政府がすべき大都市政策にまで大金をつぎ込んだ。市長(リンゼイ)の人
気取りが仇となった。」とあった。(注1)、(注2)、(注3)
その後、ニユ}ヨーク市の都市環境の改善策として様々な施策が実施された
が、その中で都心部の活性化やウォーターフロント開発が重要な施策として推
進された。(注4)ジュリアーニ市長時代 (1994-2002年)は治安回復対策が注
目すべき政策の成果である。殺人件数で見ると1990年2，245人から2002年587人
に減少した。
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(注1)原田敬美 D975年ニューヨーク財政危機からの教訓」、地方債月報、 May
2002 
(注2)原因敬美「市民の水辺の視点を東京湾岸開発に活かせ」、朝日新聞ウィークエ
ンド経済、 19881Fl月13日
u主3)原田敬美「サウスブロンクスの住宅改善運動」、建築士、 1995年5月
(注4)N ew York City Comprehensive Waterfront Plan. Department of City Plむming.
New York City. 1992 
ニューヨーク市の最近の経済状況
ブルムパーグ市長の時代(2002~20l4年)ニューヨーク 'm今の経済は好調で、あっ
た。 1410万人の雇用があり、 2009年以降42万5千人の雇用が増加した。その内
容はホテル、レストランの他インターネット産業(代表例はGoogle社)、医療
サービス」である。 (2015年2月15日New Y ork Times以下NYT)ニューヨー
ク市は観光関連を中心に情報、医療サービスなrいわゆるサービス産業の雇用
が多い。従来ニューヨーク市経済はウオールストリートを中心とする金融、証
券部門の雇用が大きな比率を市めていたが、金融分野は浮き沈みが激しく、税
収が不安定であった。そとでニューヨーク市は観光関連の飲食や医療サービス
など安定した産業政策にシフトしたと言える。
(まとめ)
ニューヨーク市の観光政策は安定した財政政策を目的に手段として実行した
と言える。特に海外からの観光客の増加を図った。東京都は産業政策の柱を観
光、情報、医療などサーピス産業を重視する政策を検討すべきである。
2 高いブルムパーグ前市長の評価
ブルムパーグ市政の評価について市民のアンケート調査結果によると 148%
の市民が政策は正しい、 59%が経済政策に満足J(2013年8月13日NYT)と多
くの市民が高い評価をした。
また、日本の新聞記事によると、2002年から2014年まで3期勤めたブルムパー
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グ市長の政策評価として「市財政の健全化、治安の改善、公園整備、都市開発、
自転車レーンの拡大」など高い評価がされている。 (2013年1月5日読売新聞)
「ニューヨーク市人口が1950年代以来初めて流入が流出を上回った。」市内の
大規模再開発、象徴的な開発は「ハドソンヤードで荒廃した港湾跡地をビジネ
ス街に一変。鍵は地下鉄の延伸で公費を投じ実現させた。J(2014年l月26日讃
貰新聞)
ブルムパーグ前市長が最も力を入れた政策が都市計画である。「イーストリ
バー沿岸再開発を軸に、タイムズスクエア周辺の街路の広場化、鉄道高架跡の
公園化(ハイライン)、及ぴ、ブルックリン・ブリッジ公園をオープンじた。こ
れらは既存のインフラを活用した歩行者空間の拡大。そこにデイラー・スコ
フイデイオ等の先鋭的な建築家を起用し、新しいニューヨーク市のイメージを
生み出すことに成功。J(2014年3月10日讃貰新聞)
マンハッタン区以外の周辺区の開発状況について「中心地域であるマンハツ
タン区の開発に伴う賃料の高騰で、起業家、芸術家違が賃料の割安感からイー
ストリバーを挟んだ東隣のブルックリン区に移住し始めた。ブルックリン区が
IT企業、芸術の拠点に変容しつつある。 2013年ブルックリンを訪れる観先客
は前年比8%増加。」ブルックリン区はITと芸術の拠点と観光客の受け皿と
なっている。 (2015年4月3日額賀新聞)
日本の新聞も総じて高い評価をしている。
(まとめ)
ブルムバーグ市政について、観光を中心に情報、医療分野を重視し、観先客
が増加し、雇用が増えたことに多くの市民が高い評価をした。背景には受け皿
としての都市開発、ウォータ}フロントの再開発、公聞整備、歩行者と自転車
空間の整備がある。デザイン力のある建築家を採用し新しい空間イメージ創造
に尽くした。また、隣接区の開発も進めている。ニューヨーク市のイメージを
一新した。東京都は戦略的に新しい空間デザインを進め、緑、歩行者空間、自
転車道、ウォーターフロントなどの整備拡充を図る必要がある。
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3 観光産業の実態
ニューヨーク市へ観光目的の来訪者は5，200万人 (2012年)、うち外国人観光
目的来訪者は1，100万人、 2006年比で52%増である。ニューヨーク市の最も成
長している産業は観光で「雇用数363.050人、 2006年比27.4%増である。次は教
育健康で13.0%増、金融はマイナス4.3%でその比重を下げた。来訪者の支出
は369億ドル (3~156 ， 900億円、 lドル100円と換算、以下同様)、 2006年比で41%
増である。来訪者の税収増(州、市など)が93億ドル (9，300億円)、うち、市
の税収33億ドル (3，300億円)、市の直接の観光予算1380万ドル (13億8000万円)
であり投資効果240倍である。 (NYC&Co:NewYork City Company官民協働の
ニューヨーク市観光会社報告書6ページ)
観光は経済活性化の主要なエンジンということで2009年連邦議会が観光推進
法を可決、 2010年オパマ大統領が署名、 2010年官民協働で、ニューヨーク市観光
会社(仮訳)が設立され、商務長官によりフェリッタ氏が社長に任命された。
観光振興の目的で草新的な ppp(官民協働)の制度創出の権限をニューヨーク
市に与えたことが大きな成功の要因であると指摘きれている o (注5、p.13)
ホテルの客室数は 12012年90，387室、 2006年比で26%増、 2006年から2012年
の問、マンハッタン区で95のホテル、その他の区で72のホテルが建設された。」
マンハッタン区だけで受け入れが難しく、最近ではクイーンズ区、ブルックリ
ン区にもホテルが建設され過去2年間で両区に10の新たなホテルができた。
「ニューヨーク市マンハッタン区のホテルはイースター休暇から大晦日までホ
テjレの予約がほとんど満室状態である。J(2015年2月15日NYT)
マンハッタン区のホテルが満室状態で、ホテル不足解消のため「ブロンクス
区では従前オフィスをホテルにコンパージョン(用途転換)し、一泊130ドルか
ら250ドル(1万3千円から 2万5千円)のホテルが供給された。マンハッタン
区で7つのブティークホテルを運営しているエンパイアホテル・グループはス
ラム地域のサウスブロンクスで歴史的建築物のオペラハウスを10億円かけて60
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室と会議室のホテルに用途転換した。」
ブロンクス区長デイアス氏は、「ヤンキースタジアムそばの使われていない
駐車場ピルを買収、高級観光ホテルと会議施設に用途転換した。J(20l3年2月
18日NYT)
ニューヨーク市の観光政策の成功について、ニューヨーク市立大学パルー
チ・キャンパスのジックリン教授(ビジネススクール、国際部ビジネス・ワイ
スマン・センター)等によると、「ニューヨーク市は観光目的のアメリカ入国の
33%を担い、ニューヨ}ク市の観光分野の雇用は全米で第4位である。また、
ニューヨーク市はこの数年観光産業振興のため尽力し、市の歳入、雇用増をも
たらした。」と指摘されている。(注5、p.1)
(注5)Anastasia Xenias， Ron Erdmann， International Travel and Tourism Exports 
and the N巴w York Economy， Vol. 2 No .1， WCIB Occasional Paper Series， 
October 2011 
(まとめ)
ホテル供給はマンハッタン区だけで対応できず、周辺区でホテル供給が始
まった。アメリカのようにトップ自らの観光戦略舎を発行することも園、地方
自治体の決意として重要な意味がある。観光政策分野で国と東京都の連携、実
質機能する官民協働での観光振興目的の組織設立は検討に値する。東京周辺で
増加する観光客の受け皿としてホテルの供給の検討が必要である。行政自ら観
光関連施設の整備も参考となる。
4 具体事例
事例-1 ツアーメニューの開発
観光客の増加とともにさらなる観光施策の促進、観光ニーズの受け皿として
新たなツアーメニュー開発が必要で、ある。イーストリバーを挟んだ東側の
クイーンズ区や北東のブロンクス区で新たな観光コースを企業、市民や関係団
体が開発している。
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「旅行ガイド出版社LonelyPlanet社は20日年クイーンズ区(東側)を全米第
一の観光の目的地にしようとキャンペーンした。クイーンズ区への訪問者は
2012年から13年で12%増加した。ちなみにブルックリン区8%、マンハッタン
区4%である。ニューヨーク観光会社の推定で、 2013年ニューヨーク訪問観光
客5，430万人、その内1，240万人がクイーンズ阪を訪問した。J(2015年8月初日
NYT)その背景として、クイーンズ区に多くの文化遺産がある。また、イサム・
ノグチ美術館、ルイ・アームストロング資料館、 MOMA(現代美術館)の分館、
動物園、科学博物館などがあり、さらに多国籍コミュニテイがある。また、イー
ストリバーを挟んでマンハッタンを一望できる景観の魅力がある。「現在ク
イーンズ区でホテル5件が新築され、今後47件計蘭中である。J(2015年8月25
日NYT)
「プロンクス区でツアーを市民グループが費用l人45ドル (4，500円)で実施
した。ツアーの目的は繁栄するニューヨーク市の別の側面を視察することであ
る。J(2013年5月20日NYT)
サウス・ブロンクス(ニューヨーク市のスラム地区、 20世紀前半は高所得層
の白人が居住し歴史建造物が多い)の観光ツアーが実施された。「地元市民が
ニューヨーク・コミュニテイ・トラストから800万円の補助金をもらい開始した。
サウスブロンクス文化遺産協会 (30人から構成され歴史的強造物を顕彰)がツ
アー事業に協力している。」単なるスラムツアーでないニューヨーク市の理解
の一部である。また、 20世紀前半の近代建築遺産の建築ツアーも価値がある。
1981年サウスブロンクスをテーマとした映画「サウスブロンクス・アパッチ砦」
の撮影現場もツアーの対象である。 (2014年6月l日NYT)
(まとめ)
マンハッタン区以外の見どころが多い地区を対象に新たな観光ツアーメ
ニユ」を開発したことは参考となる。また、ニューヨークの一面であるスラム
を知ってもらう目的で観光コースに開発した意欲は評価したい。また、公共の
支援で市民がツアーメニューを開発し実施していることは参考となる。各地域
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に優れた観光資源がある。従来型のメニューに加え新たな発想でツアーメ
ニュー開発が必要である。
事官ト2 ソフトパワー(劇場、文化芸術分野)
ブロードウェイの劇場が観光客でにぎわっている。 i40の劇場があり、過去
1年で13億6500万円レ(1，365億円)の売り上げがあった。J(20日年9月29日
NYT) i1，300万人の聴衆で、客はこの2年間で13.3%増加した。チケットの
70%は旅行客が購入している。J(2015年5月26日NYT)パックステージツアー
という舞台裏、楽屋等の見学ツアーが人気である。(東京にはない)
劇場街に連なるタイムズスクエアが安全になり、家族連れで訪れ、各々の劇
場の様々なプログラムを楽しんでいる。観光客が容易にチケットを購入でき
る。
ブロードウェイが1970年代から実施された特別用途地区「劇場地底」指定で、
通り沿いの l階を劇場とする(通り沿いのにぎわいを演出し安全な歩行者空間
を確保する)というアーバンデザイン政策と文化政策協働の成果である。また
ミユ←ジカル等の芸術文化で働く芸術家、労働者の報酬は、職業組合の支えで
日本の数倍である。ちなみにメトロポリタンオペラの歌手の平均年収は
300，000ドル (3，000万円)、楽団員の平均年収は285，000ドル (2850万円)であ
る。文化芸術をしっかり育て、維持する文化政策が必要である。
(まとめ)
文化芸術を産業、観先の対象としていることは大いに参考にすべきである。
東京で、相撲、古典芸能、野球、コンサートのチケットが簡単に入手できる仕
組みの構築が必要である。東京ではコンサートホールが9時に閉館となる。ラ
イフスタイルに合わせニューヨーク市のホールのように遅くまで運営する必要
である。パックステージツアーも実施すべきである。アーバンデザインと文化!
芸術と一体となった観光政策が必要である。
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事例-3 タイムズスクエアはじめとする歩行者空間の整備
1980年代タイムズスクエアは防犯上危険な場所だった。市役所主導で地元市
民が中心となりタイムズスクエア協議会を設立、広場面積の拡大と文化的利用
を推進した。タイムズスクエア協議会役員はストリートファニチャー、飲食庖、
路上演奏、ア}トインスタレーションなどでタイムズスクエアを管理運営して
いる。現デ・ブラシーオ市長は広場が不足している他区の地域でタイムズスク
エアの整備、運用の発想で広場という文化的創造的インフラ整備を推進してい
る。
「ニューヨーク市運輸局によると夏の終わりまでに100か所に観光客用(歩行
者用)地図看板を6万ドル (60万円)で設置する。J(2013年6月24日NYT)
2014年ジョージワシントン大学ビジネススクール不動産・都市分析センター
によるとニューヨーク市は全米30の大都市で歩きやすさはワシントンDCに次
いで2f立である。
(まとめ)
ニューヨーク市は歩きやすい街に変貌した。東京の地番表記は外国人に分か
りにくい。束京でも観光振興のため歩行者空間の整備、充実が必要である。観
光地図の設置、情報技術による案内サービスの提供が必要である。また、市民
との協働も必要である。
事例-4ハドソン・リバー・パーク(以下 HRPと略)
ブルムパーク市政の時、ハドソン・リパ}・パーク、ハイライン、ブルック
リン・ブリッジ・パーク、イーストリバー・パーク、ガパナーズ・アイランド
などウォーターフロントの公闘整備を進め、都市の魅力を高めた。
ハドソン川沿い5マイル (8キロ)にEりHRPが1998年計画され、荒廃した
ハドソン川のウォーターフロントの活性化が目的で、当時の「ジョージ・パタ
キ州知事とルドルフ・ジュリアーニ市長(ともに共和党)が協議し決めた革新
的な事業である。リーマンショックで計画がとん挫したが、隣接地域でハイラ
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イン(鉄道高架跡公園)が完成、人気ある地域となり、最終的に HRPが建設さ
れた。J(2015年4月3日NYT)(事例-5で後述)
ニューヨーク州と市役所が共同でハドソン・リバー・パーク財団(以下財団)
を設立、目的は「公闘の建設、連営、管理で、運営費捻出のため公園内に商業
施設を建設しその売上げで賄う新しい公共の仕組みを構築した。J(2012年8月
17日NYT)
HRPはセントラJレパークに次いで、市内最大の公園である。「財団の活動目的
は市民と観光客に最高質の公園サービスを提供することである。J(2012年8月
21日NYT)
「ハドソン川の186フィート (56メートル)突き出たところに未来的デザイン
の公園をl億7000万ドル (170億円)で建設した。その内11.意3，000万ドル(130
億円)は資産家Diler氏からの寄付で、 3，950万ドル (39，5億円)は市役所、州
政府、財団からの支出である。J(2014年1月17日NYT)
HRPは年間数百万の来訪者があり「釣り、カヤック、スケートボード、ダン
ス、水辺の環境学習Jなとやで市民が使っている。ロンドンオリンピック設計者
のトマス・ヘザーウイツクが設計した。 (2015年4月3日NYT)
(まとめ)
荒廃したウォーターフロントの公園整備による活性化、最高質の公園整備を
目指すことは参考に値する。規制ありきでなく活性化、財政健全化の視点で公
園の運営が必要である。
事例-5 ハイライン(鉄道高架跡の公園)
ニューヨーク市のウエストサイドは市内で未整備の取り残された地区であっ
た。使われなくなった鉄道高架があった。ハイラインは鉄道高架を利用した公
園で、 2009年にオープンした。今や観光客が必ず訪れる場所となり、そぞ、ろ歩
きを楽しんで、いる。「今やハイラインはニューヨークのディズニーワールドで、
2011年観光客は370万人」だった。 (2012年8月21日NYT)ニューヨーク市活
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性化事業の中で、最も速やかに進んだ成功事例である。
パリで1990年代に廃線となった高架を活用したパスティーユ緑道の先進事例
がある。ハイラインは元々は草の根の市民運動で始まった公園作りである。ブ
ルムパーグ市政の活性化と一致し、ニューヨーク市はゾーニングを見直し、
2005年に沿線地区で高扱志向の再開発を計画した。
一方ハイラインの負の側面として「周辺地価の増加、従前、軽工業や労働者
階級の住宅等がミックスし、従前の住民が支えていた庖が閉庖せざるを得なく
なった。J(2012年8月21日NYT)等の問題が生じている O
最終段階の工事が2014年完成予定である。ハドソン川の景色、走る鉄道を眺
めるツアーは大人気である o1非営利組織ハイライン友の会が作られ、 9000万
ドル (90億円)を使って公園を整備した。 5月に友の会が主催し無料ツアーを
実施したが、大変な人気で、 8月までツアーの予約がいっぱいである。J(2013 
年6月9日NYT)
隣接地にハドソン・ヤード再開発地区(事例-6)があり[再開発事業会社か
らハイライン友の会に500万ドル (5億円)寄付」があった。 (2012年8月21日
NYT) 
(まとめ)
未利用地を公園にし付加価値を与え都市全体の魅力を高め、また、活動する
市民を支援する政策は参考になる。結果として人が集まる公園とすることが大
切である。
事例-6 ハドソンヤード・ガーデン再開発
ハイラインに隣接しハドソンヤード再開発地区がある。 126エーカー
(10.5ha)の敷地に150億ドル(1兆5000億円)1，300万平方フィート(121万rl)
のオフィス、商業、ホテル、住宅、文化の複合開発」である。 (2012年8月21日
NYT) 
稼働している鉄道用地の上空を活用した公園と建築の整備で、鉄道ヤード(西
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30丁目から34丁bl)の上空をコンクリートで蓋掛けしその上部の再開発である。
2008年ニューヨーク市交通公団が2000億円の52階建てオフィス、商業、 92階建
て住宅の再開発を計画、 2012年着工、 2018年に竣工予定である。
[アクセスにハドソン公闘の南側に地下鉄7号線新駅が建設する予定で、ある。
他の既存の公園とのネットワーク化が形成される。J(2015年7月22日NYT)
(まとめ)
公園整備を活用した再開発による都市の魅力向上の政策、また、再開発事業
による売上げの一部を周辺の公園の管理運営に使う仕組みは参考となる。
事例-7 ブルックリン・ブリッジ・パーク(以下BBPと略)
2010年夏に BBPがオープンした。ウォータ←フロント沿いに長さ1.3マイル
(2キロメートJレ)の公園で、市民はピクニック、サッカー、日光浴、屋外コン
サートを楽しんでいる。先端にランドマーク的に三角形で5メートル屋根が浮
いた斜面構造物が建設された。設計はデンマーク人のブヤルク・インゲルスで
ある。「民聞から800万ドル (8億円)の寄付があった。敷地内にあった倉庫を
オフィスや商業施設にコンパージョン(用途転換)し、その収入で公園の管理
運営費を賄っている。J(2013年9月16日NYT)
(まとめ)
デザ、インの質の高い公園を整備する必要がある。また、経営上の観点から公
園事業を検討すべきである。
事例-8 イーストリバー・プ口ムナード
ニューヨーク市はイーストリバー沿いの2マイル (3.2キロメーター)市有地
を活用し、プロムナードを整備した。それに伴い、ウォーターフロントへのア
クセスの改善、歩行者ネットワークの改善、ウォーターフロントのアメニテイ
の向上を図り、野心的なデザインをした。
市民、観光客に対し質の高い空間を提供した。 2006年アメリカ・ウォーター
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フロント・センターから表彰された。(筆者は同センターの日本代表を務める)
「計画は2004年21世紀ローワーマンハッタン(南部マンハッタン)・ヴィジョ
ン策定の際、都市計画局、運輸局、公園レクリエーション局が共同でl年かけ
プロムナード案を作成し、市民参加で70回の会合を重ねた。案のポイントはサ
ステイナピリティ、活動的なレクリエーション空間、自転車空間の整備である。」
(2012年8月13日NYT)
(まとめ)
デザ、インの質の高い公園の整備、計画策定の市民参加の手続きが参考となる。
事官卜9 ガパナーアイランド・パーク
マンハッタン南部の景色や自由の女神像がよく見える場所で、 172エーカー
(70ヘクタール)のウォーターフロントの敷地である。従前軍事基地を公園に
用途転換した。その中に「高校、商業施設、ニューヨーク大学のサテライトキャ
ンパス、芸術家のスタジオなど建設された。全体で200億円の事業費である。J
公園ではコンサートやお祭りが開催された。 (2010年4月1日NYT)
(まとめ)
好立地の場所での公園整備とその中に必要とする複合施設の整備は参考とな
る。
5 今後の開発計画
今後の公園計画や都市開発でニューヨーク市では魅力的な事業がこれからも
計画されている。代表的な計画案を4件紹介する。
事仔ト1 ブ口ンクス区パレットポイン卜・パーク
従前工場地域だった荒廃地を総あふれる活き活きしたオアシスに開発。ブロ
ンクスリバーでは市民がカヤックを楽しみ、フローテイングホテjレが730万ド
ル (7億3000万円)で計画された。 (2011年2月7日、 20日年7月15日、 2013年
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7月1日各々 NYT)
事例-2 クイーンズ区のクイーンズウェイ・パーク
マンハッタン区で様々な事業が成功裏に進捗した。マンハッタン区だけで観
光客を収容しきれない状況があり、他区でも同様の計画が進んでいる。クイー
ンズ区でもハイラインのタイプの公園計画が進んでいる。
マンハッタン区のイーストリバーを挟んだ東側のクイーンズ区に廃線となっ
たロング・アイランド鉄道の3.5マイル (4.6キロメートル)の線路がある O 現
在は市役所が土地を所有しているので事業はハイラインより容易である。ハイ
ラインの成功をきっかけに当該線路を緑のネットワークにする計画を策定中で
ある。クイーンズ区のシンボルの緑道、整備手法は民活で、散歩道、自転車道、
アートインスタレーションの場として検討している。ハイラインのように地域
開発のきっかけとし、文化の小径づくりを目指している。
そのための組織として「クイーンズ区の友達財団を設立した。元ニユ)ヨー
ク市公園局長を理事長に招聴し、 2.500人のサボーターを集めた。元公園局長
は局長時代、市内の緑道、自転車道の整備を推進した。その経験が評価されて
採用された。ニューヨーク州知事アンドリュー・クオモはクイーンズ区出身で、
環境保護活動の名目で46万7千ドlレ(4，670万円)を財団に提供し、財団は計画
策定費用として活用した。J(2013年1月7日NYT)
事例-3 バッテリーパーク・シティ
1970年代のニューヨーク市のウォーターブロント開発(住宅と公園)の先駆
けとなったバッテリーパークの管理運営を担当する公社は「市から3，000万ド
ル (30億円)の支出でピア(桟橋)を修理、周辺の整備をし」さらに魅力を高
めた。 (2015年1月14日NYT)
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事官ト4 サウス・ストリー卜・シーポート
1980年代ニューヨーク市のウォーターフロント開発(商業)の先駆けとなっ
たサウスストリート・シーポートは、 115億ドル (1，500億円)で再開発を計画
し、博物館、学校、中堅所得者層の住宅を建設する」こととなった。 (2015年2
月16日NYT)
(まとめ)
公園整備、再開発により観光開発のポテンシヤルある地域での市民参加を得
て世界が注目する複合施設計画を検討、推進することは参考となる。
5 オバマ大統領の観光政策のリーダーシップ
アメリカの観光政策はオパマ大統領のリーダーシップの下、連邦政府、州政
府、市役所の連携が強い。オパマ大統領は2012年観光政策を発表した。 2014年
5月に観光政策で以下のような演説をした。「観光産業は1.5兆ドル (150兆円)
規模で、 800万人の観光関連の雇用がある。 7.000万人の観光客がアメリカを訪
問した。入国に際しての時間短縮サービスの向上によりダラス空港やシカゴ空
港では入国審査と税関審査は15分以内で審査するjと大統領が指示を出した。
(2014年5月22日NYT)
(まとめ)
オパマ大統領の観光政策の演説は頼もしい。首相、東京都知事は抽象論でな
くオバマ大統領のような具体的な細かい指示を自ら出すべきである。
6 結論
ニューヨーク市は観光都市として発展している。アーパンデザイン政策によ
りその集客装置、受け皿が整備されている。タイムズスクエア、ハイラインの
歩行者空間整備やハドソン・リバーパーク、ハドソン・ヤード・ガーデン再開
発、ブルックリン・ブリッジ・パーク、イーストリバー・プロムナード、ガパ
ナーズアイランド・パークなどウォーターフロントで公園と複合施設が特筆す
146ガバナンス研究 No， 12 (2016年)
ベき開発である。ブロードウェイでは l階を劇場とするアーバンデザ、イン政策
により劇場の賑やかな通りが生まれた。世界トップの音楽、芝居、ミュージカ
ルが観光客を魅了している。パックステージツアーも魅力的である。
計画策定のプロセスでは、観光政策に関心を持つ市民参加を得て政策形成を
閲り、かっ、観光政策を支援する市民団体を財政的に支援し官民協働で観光施
策を進めている。
世界中から訪れてみたいという美しい都市空間づくりのためアーバンデザ、イ
ン政策と一体になり観光政策を推進すべきである。高品質の空間創造、高品質
の運営が必要である。規制のための公園、公共空間管理は改善すべきである 0
9時にコンサートホールを閉鎖するという発想を変えるべきである。また、海
外から都内の各種イベント、レストランの予約ができるようにすべきである。
7 東京都の観光政策の課題(補遺)
欧米の諸都市を国際会議で訪問した経験に基づくと、東京都には観光政策、
アーバンデザインの視点から様々な課題がある。
欧米の諸都市を訪問すると、カフェなど含め様々な公的空間でWifiが使え
る。地図の案内も外国人観光客本位で設置されている。あちらこちらに外国人
対象の案内所がある。また、英語を話す案内ガイドが立って道順を教えてくれ
る。大型観光パスが何台も駐車できる空聞がある。外貨交換所が至る所にあ
り、深夜遅くまで営業している。役所に行くと英文の政策本が自由に入手でき
る。有名なレストランが日本から予約が取れる。ヤンキーススタジアムのボッ
クスシートのチケットを当日購入できる。コンサートホールが夜遅くまで営業
しておりコンサート終了後もホール内のカフェで、余韻を楽しめる。国際会議に
出席すると当地の市長、知事、(観光担当)大臣が挨拶に見える。おもてなしの
心が伝わる。
東京では Wifiが使える場所が限られている。公共空間の地図情報が外国人
に不親切である。外国人対象の案内所が限られている。観光地に英語を話す案
ニューヨーク市の都市政策ー特に観光と都市開発ーに関する考察 147
内人が限られている。大型観光パスが.駐車できる空聞が限られている。外貨交
換の場所、時聞が限られている。外貨交換の際、住所、氏名、電話番号を記入
させられる。余分な時聞がかかる。都庁、区市役所に置いてある英文の行政資
料が隈られている。有名なイベントは当日チケットを買えない。予約が取れな
い。コンサートホールは夜9時に閉館で追い出される。空間整備は世界の人を
引き付けるという発想に欠ける。国際会議で市長、知事、(観光担当)大臣の出
席をあまり聞かない。本来は当該地の一番のPR機会である。
欧米の空港は24時間対応で免税ショップも24時間開業している。成田空港の
免税ショップは20時以降シャッター通りとなる。イメージが悪い。
観光政策、アーパンデザインに意欲あるスタッフを集中配置し、夢のある開
発計画を策定、具体化し、世界から観光客をひきつける都市開発を期待したい。
にユー ヨー ク市|
の地図 | 
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